
農業委員の皆さんの日頃の活躍と現地の状況把握のため、平成 25 年 10 月から 12 月にかけて行われ

た農地パトロールのうち、県内 6 市町村の活動に同行しました。農地パトロールの状況について、そ

の一部をご紹介したいと思います。 

～活用されていない農地に目を光らせる～ 
農地パトロールの主な目的は、農業委員の方が、日頃の活動の中で活用されて

いないと思われる農地に出向き、市町村担当者と複数の農業委員が、利用状況を

確認し、利用されていないと判断した場合は、荒廃の度合により A･B 分類の区分

を行うものです。 

～農地の有効活用に心を砕く～ 
農地パトロールの現場では、農業委員の方から当該農地の現況について説明があ

り、荒廃の度合により A･B 分類の区分を行いました（写真右）。 

ある市ではパトロール終了後、全員で総括を行ったところ、農業委員の方からは、

「農業者への『指導・助言』を繰り返し行うことで、荒廃を防止する機運が芽生えた。」、

また「荒廃農地に対する農業委員の共通認識が重要である。」など、発生防止に向け

た積極的な意見が出ました。 

さらに、「平成 24 年度耕作放棄地活用推進セミナー」の内容を参考に、同市の農業

委員会に「耕作放棄地対策委員会」を設置し、平成 25年度も農地法第 30 条に基づく

適正な維持管理の指導を徹底したことに加え、「農業委員が所有者とのパイプ役とし

て、集落の境を越えた賃貸契約にも積極的に関わったことで、再生利用が進んだ。」

という意見もありました。 

今後の課題として、「解消するにしてもどのような作物を栽培していけば良いのか

分からない。」、「後継者・担い手不足は経年の悩み」との声があり、同行した私たち

も、農業委員の方の思いを受け「農業への企業参入の促進等による新たな担い手の確

保など農地の有効活用に向けた取組を強化して行きたい」と決意を新たにしました。

農地に復元して通常の耕作

ができると判断(A分類) 

容易に農地に復元できない

状況と判断 (B分類) 

③ 特徴的な取組 
 被災者営農継続支援耕作放棄地活用事業の「実証ほ」を活用することにより、東日本大震災

の影響により農業ができなくなった被災農業者の方々の営農再開をサポートしました。 

② 今年度の取組状況 
耕作放棄地再生利用緊急対策交付金や被災者営農継続支援耕作放棄地活用事業を活用し、

平成２１年度２０a、平成２３年度６９a、平成２４年度１３８a の耕作放棄地の解消を行いました。 

④ 次年度以降の抱負・活動展開予定 
  農業従事者の高齢化や後継者不足への対策として引き続き耕作放棄地の解消に努めていき

ます。 

① 協議会の設立経緯 
本町では、農業従事者の高齢化や後継者不足から耕作放棄地が増加する傾向にありました。
平成２１年８月に「新地町耕作放棄地対策協議会」を設立し、以来国の事業を活用し、耕作放棄地
の再生・利用の支援を行っています。 

上：耕作放棄地を活用して規模拡大（イチゴ） 

下：被災者支援農園の開設 



県協議会の耕作放棄地情報の提供の手法を変更しましたが、まだまだ情報量が少ない状態

です。皆様からも「借りたい」だけでなく、「貸したい」、「売りたい」の情報提供をお待ちしておりま

す。 

※「農地再生レインボー通信」の配信を希望される方は、 

nosonsh inko@pre f . fukush ima . lg . jp までご連絡ください。 
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～福島県並びに県協議会からのお知らせ～ 
◎  県協議会では、耕作放棄地の活用を促進するために、平成 24年４月 12日から県協議会のホ

ームページに県内の耕作放棄地の情報を提供しています。 

今回、耕作放棄地を「貸したい」、「売りたい」の件数と面積の情報を各地域耕作放棄地協議

会からいただき、掲載する手法に変更し平成 26年１月６日から運用開始しました。 

  詳しくは、県耕作放棄地対策協議会（県農業会議、県農村振興課）のホームページをご覧く

ださい。（情報提供先アドレス：http://www.fnkaigi.com/houkiti/）。 

にインタビューしました!!
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ブ
ド
ウ
は
傾
斜
地
の
ま
ま
で
栽
培
可
能
な
た
め
、
耕
作
放
棄
地
で
も
均
平
作

業
や
大
々
的
な
整
地
の
必
要
が
な
い
こ
と
か
ら
比
較
的
簡
単
に
農
地
を
復
元
す

る
こ
と
が
で
き
、
定
植
後
の
管
理
も
さ
ほ
ど
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

右：代表取締役社長 齋藤 誠治 氏 

左：取締役 関 元弘 氏


